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光明会の歴史と将来への展望□東西学道会総会にて 杉田善孝上人談(昭和 59 年 3 月号光

明誌：一部加筆改変) 

 仏教の歴史は、教祖の中心真髄(宗)となる法を絶やさないように、初めのうちは唯受一人

の瀉瓶（しゃびょう）相承として伝えられ(伝法)、一面利益衆生のため広く伝道されてきま

した(布教)。しかし、教団の発展により唯授一人では間に合わず集団伝法する必要上、法の

体系化が行われてきたのでありますが、智解に偏して宗を喪った煩瑣(はんさ)主義に陥り枝

葉末節に流され、現在、宗門は生命枯渇し形骸化しているという状態であります。 

 光明会においても直線道の担い手が漸次世代交代しますが、正しく伝法をうけるために

は話を理解しただけではだめで、三昧実践態裡でないといけない。智解と修行、即ち解行具

足しないといけない。「蟹は甲羅に似せて穴を掘る」と申しますが、導き手の方は、よくお

念仏して霊性的な方面のお育てを頂き、また肉の心による教義（光明主義のみ教え）を読ん

で、霊性の上からと肉の心の上からと、それを自分のものとして分相応に身につけていくこ

とが非常に大切であります。話し手も聞き手も三昧が欠落してしまったような光明会にな

ってしまったら終りであります。三昧精進が中心で名体不離だから、弁栄聖者の入山学道、

道元禅師の参学(参禅学道の略)よりとって、青年会を学道会と名づけた訳であります。光明

会は寓集で、浄土宗に借り住いをしている念仏宗ですが、所帰（本尊）、所求(目的)、去行

（修行法）(: 安心）は独自のものを堅持しているという点で、浄土宗の念仏講のひとつで

はないわけです。 

 「天才ことを始める、秀才これを纏める、鈍才これを相続する」と言いますが、光明会に

も秀才が出てきていつかは直線道を大系化なさるでしょう。 

歴史は繰り返すと申しますが、伝法とこういうものはどうしましても一つのシンボルと

こういうようなもので表すので、前述のように体系化するときの当事者は大切なるところ

のものを体系化の中心にこれを置くが、えてして智解に偏した学者が多いので、枝葉末節に

流され、光明会としては大切な魂が漏れ落ち「仏造って魂入れず」とならないよう、前者の

轍を踏み形骸化することがないよう、良くお念仏して霊性面でのお育てを頂き、厳重な注意

が必要であります。 

 聖者の伝道形式に真実説（随自意説）ー厳密な伝法、「広義の見仏」を目的とする理感二

性を統一総合した直線道のみ教えーと方便説（随他意説）ー「狭義の見仏」を目的として結

縁を主とする感性主義的直線道を含めた応病与薬のみ教えーの二つがありますが、後者は、

時、場所、人によって異なるから一つに体系化することはできません。それで、前者の一番

大切な魂を体系化の中心に置き、然らざるものと明了に区別していくようにします。 

 「光明主義は檀家制度でなく、生きた人を対象とした教会主義でいく」と聖者は仰言った。

そのためには因縁に任せた拡散主義に堕しないよう、教義信条を確実に身につけて三昧精

進し、涅槃と菩提の理想実現に向って目的意識を明確にして、一生懸命に努力することが実

に大切なのであります。そこを聖者は「如来光明中の努力主義」と仰言いました。「初心忘

るるべからず」です。人間は歴史的実存、社会的生活をするものであり、かかる四次元的空
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間に意志の自由を以て自己を表現する動物でありますから、単に漠然と煩悩と業の束縛の

ままに、つまり消極的に業因縁のままに流されていくと、個人的には、肉欲、我欲を満足さ

すために主我幸福主義が自己目的化して、徒らに自己とその子孫の繁栄を願うその充実の

ための方便と念仏を化して行く。これでは、いつとはなしに世間事に埋没した小市民的レベ

ルに堕落、安住し、大乗菩薩の行願は雲散霧消し三悪道の業を作って輪廻してしまいます。

一方、光明会も娑婆の世界に存在しますから、努力しませんと汚れ、堕落します。会として

も正しい信念が会員に浸透せず風化していきます。弁榮聖者は「消極的・退隠的・退嬰的で

あることは嫌いで積極的・進取的でないとならない」と。たとえ解行精進していても小智小

行に慢をおこせば、急転直下修羅道に転落してしまうので、私共、自戒自制して高あがりし

ないようお互いに注意、啓発し合っていくことが必要であります。 

 お釈迦様も「身心ともに揺がずに/行にも住にも亦臥にも/此の念に居る仏弟子は/次第に

上へ進むなり/次第に上へ進み来て/死王に見えずなりなるぞ」と仰言っていられます。 

 よく似た説があると真相を見抜くことが出来ず、認識し間違いをして道を誤ることがあ

りますので、光明会趣意書に反することなどがあっても、それを意識せず無自覚に右に倣い

することがないように相互に注意・啓発し合ってともに向上の一路を辿りたいものです。  

 直線道とそれならざるものがあるから直線道が盛んになる。反対のものがなければ直線

道は長く続かない。反対のものがあるが故に直線道の根が他者の刺激と圧力を受けて、白根

細根が寒中麦踏みで鍛えられるように、太くなっていくのであります。  

 「身心土不二」の「心」の視点より大宇宙を見れば一切は唯心でありますから、信念が絶

対界に突き抜けたら、現実生活より念仏を、曲線道より直線道を我が信念とすることは具合

悪いから止めておこうなどという内外ともの圧力に負けることはないはずであります。『人

生の起趣』に「大菩提心発らずば一切の行為は悉く宇宙の目的に対して何の功もなき徒労と

ならん」とありますが安心、信念があって初めて「行」が徹底します。だから、百尺竿頭に

一歩を進めて、お念仏によって如来様のお力を蒙って非常にスケールの大きな信念を持つ

ことが大切であり、度我的には、肉の生活を徹底的に浄化して頂きたいと苦心して本格的に

取り組んでいくことによって、肉体を受けるということあらしめる業・煩悩を除却して頂け

るのであります。 

 笹本上人は次のように仰言っておられます。 

「自他ともに最尊の道により成仏し共に普遍的安寧を得たいという信念が、一日のうちに

おこる八億四千の一枚(ひとひら)一枚の念の中核を貫いていなくてはならない」と。 

常に自己反省し叱咤激励して、人には寛容、自らには厳格に自己完成に努めていく。 

因果応報と救済の輪理を個と集団の上に正しく認識し、自分さえ救われたらそれでいい、

一切衆生はどうでもいいという個人解脱では声聞縁覚、個人主義の仏教(小乗仏教)で、聖者

は「心霊界の中有だ」と言っていられます。個の自覚がそのまま全体社会によき刺激を与え

て自他の連帯と結合を深める。個の目覚めが万人の目覚め、個の完成が万人の完成になる。

地域社会集団(地方光明会)の目覚めが全国光明会の目覚めとなり、全国全部の目覚めが、ま
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た個ならびに地域社会の目覚めと相互に影響し合い、正しい調和統一がなされていく。古来

から言われる「成仏国土成就衆生」もこのような観点より見ていきます。世界宗教への発展

は個人の個の自覚をほかにしてはないわけであります。個の自覚を失わないままに個と全

体との正しき統一・総合をはかる（大乗仏教）。 

 「有漏の善業は人天の果報を引く。生死解脱のためには無漏の悟りが必要である」といわ

れますが、始めから散乱心による社会福祉事業(人天の有漏業)などに重きを置いて三昧修行

を二の次として「三昧証入」が無視・軽視されると、人天教、世間教と事実上化してしまう。

そうなれば大乗仏教とは無縁となり、もう仏法ではありません。 

 内面を培う事の大切さを忘れ、外側で既成の事物に対抗しようとすると、物理的な力が必

要となり、それに浮き身をやつすと内部が空虚になり荒れ果てます。したがって、まず自己

の内面の霊的充電が必要であり、内面が外面に溢れ出てきて人々を化他していく。こういう

順序で各地区道場が発展していく。そこに個人エゴ、地域エゴに陥らず、大乗菩薩の行願を

もって、the relationship of an individual to the whole (個と全との関係)を、一者埋没するに

非ず、二者分裂するに非ず、相互浸透し乍ら二者を正しく調和と統一にもち来らす連帯の和

をつくり上げ、全国統一運動を実現していきます。入りては自己の心の中に霊的電気を充電

し、出でては人々にこの電気を感電して、これを伝える。 

因縁任せというのではなく目的に向かって努力していくことが大切です。外部からの悪

い宗教的信念、思想などを不断に受けるのが娑婆であり、それが支配的潮流です。その流れ

に押し流されてしまってはどうすることも出来ません。滔々と流れる五濁悪世の濁流に巻

き込まれずに自行化他するためには、それだけの力量を得てなければなりません。溺れてい

る人を助けるのに濁流に押し流されてしまってはどうすることもできない。濁流に巻き込

まれずに抜き手を切って救い上げるという力が必要であります。「天つ魔羅が吹きおこす百

のいかづちむら雲も、青天（みそら）さやかに照りわたる、月には障りあらざりし」とこう

あるべきであります。劫濁（こうじょく）、見濁（けんじょく）、煩悩濁、衆生濁、命濁（み

ょうじょく）、かかる五濁悪世の濁流滔々として世の中は流れる。直線道でない所の教えは

そうであるが、直線道は別ということはなく、私どもの胸の中にそういう業・煩悩があるの

で、自戒自制し高上りせず、常に三昧精進を怠らず、大切な光明主義の魂とする教えを理論

的に把握する努力が必要です。入りては三昧精進、出でては社会的活動を行う。自分の職業

も食べるためと終らずに「仰せのつとめ」として「成仏の道」と化していきます。「お念仏」

と「生活」との間に初めは矛盾を感じますが、如来様から三昧のお育てを蒙る分相応に、手

段は手段でありながら目的は目的でありながら、統一調和されて大乗仏教における活社会

的活動ができてくる。現実生活の荒波にもまれて困っている時は『無量光寿』の「世界観二

面」を拝読し、それに指導を得ていくようにと笹本上人様が仰せられました。 

 光明主義の伝道師の資格（二条件）は、①仏性の卵が孵化して如来様の光明に触れるか、

光明獲得していること、➁弁榮聖者の真精神（純粋光明主義）をもって大体まがりなりにも

ざっと誤りなしに「礼拝儀」なり「歎徳章」が説けること、それが自分に理解でき、同時に
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人にも伝えられることで、それが身に付くと、その精神を日常のいろいろな事柄に応用する

ことが出来るわけです。光明主義の教えは涅槃と菩提を成就することであり、それが純粋の

目的です。そうであるがゆえに、世事百般のことにそれを適用することが出来る、そういう

力量を如来様から頂き、これを自分の「仰せのつとめ」と課して、その上にそれを活かすと

いうことが大切であります。 

 最後に、個人、地域光明会、全国光明会の各々の活動上必要な四条件を挙げますが、各地

区道場の連帯において大切なことは全国的観点の上に立つことを前提条件として、以下の

四項目を守り具体的に努力していくことであります。 

(一)差し繰ってお念仏の会に出席する。      (二)会費を喜んで積極的に払う。 

(三)三昧精進(慧眼、法眼、仏眼)と研修会(肉眼)の両方面具足する様に精進努力する。 

(四)機関誌「光明」の内容を充実させ一般の人にわかり易くしながら、しかも中心を失わな

いで全ての人の羅針盤となり、光明会の全国的活動の動脈となるようにする。また会員数の

増加より会員および会の質的水準の向上に努める。 

 

 

 

 

 

 


